
“硬いほ場”や“湿田”でも
高効率な粗耕起/天地返しを実現

強制駆動式ディスクの回転により、湿田や硬い土でもタテに切削しながら反転させるため、
低馬力で広い耕幅の能率良く深耕・天地返しができます。

装着・
設定方法は
コチラ

製品動画は
コチラ

YDP

PTO駆動で

高い作業効率を実現するYDP122/142
（作業幅3.45/3.95m）ラインナップ追加
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全幅
型式 ３P装着規格機体寸法（mm）

全長
トラクター
適応馬力（PS）

所要トラクター
油圧機構

作業深さ
（mm）

作業幅
（mm）

質量
（kg）

■主要諸元

※この主要諸元は改良などにより、予告なく変更することがあります。

ディスク数
（枚）

YDP802L-M
YDP802L-H
YDP102L-H
YDP122L-H
YDP142L-H

油圧不要（機械式）

複動1系統
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カテゴリ１/２

カテゴリ2

■広い作業幅で高い作業効率を実現！

ロータリー

2.0m
2.0km/h

ディスクロータリー YDP802

  2.45m
5.0km/h

作業幅

作業速度

作業
効率

ロータリーでの作業と比べて50PSトラクター
への装着時

約3～4倍

■作業に合わせてギャング角を簡単調整
ギャング角を変更する事で耕うん深さや反転性を簡単に調整で
きます油圧式(L-H)はキャビンの中から簡単に開閉可能／外部
油圧がない場合には機械式(L-M)が選択できます。

作業機付きトラクターの公道走行対応（P/ーP仕様）

公道走行対応部品を標準装備！
追加部品不要で公道走行が可能！

センターディスクの採用により中央部もスムーズに反転でき、残耕
処理刃できれいに耕うんできます。

ディスク1枚ごとに下層までタテの空気の層ができ、通気性・透水性
を高め、根が伸びやすい団粒構造をつくります。また、堆肥・ワラ
などをきれいにすき込むと同時に、微生物や空気を下層部に
埋め込んで有機物の分解を促進。地力を高め、作物の生育に適し
た理想的な圃場がつくれます。

■理想的な土づくりで地力アップ ■反転性が良く、残耕を防ぐセンターディスク方式

耕盤層

作 土
●耕うん断面層

心 土

油圧式（L-H） 機械式（L-M）

反射器/灯火器（方向指示器・制動灯・尾灯・後退灯・車幅灯）/
制限を受けた自動車の標識/全幅と運行速度の表示/外側表示板

詳しくは二次元コード先を参照もしくは販売店へお問い合わせ下さい。

※直装式とけん引式、全幅2.5m以下と2.5m超で対応が異なります。
※道路運送車両法における大型特殊自動車は対応が異なります。
※必要な免許・特殊車両通行許可（全幅2.5m超の場合）が別途必要です。

けん引時運行速度15km/h以下

全幅0.00m

運行速度15km/h以下

ヤンマーHP
公道走行
について（                   ）

※図はけん引式（2.5m超）
　の場合です。

直 装 式




